




 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
                              
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 

■ 当日の討議内容 
【第 1 部（テーマ：水郷景観の再生）】13：00～14：45 

・アクアワールド水郷パークセンターにおける水郷景観（堀田

等）の再生と運営方法、環境や歴史の学習の場としての活用

方策について 

【第 2 部（テーマ：民活地域イベント・物販）】15：00～16：20

・民間活力を導入した地域イベント、地域ブランド開発や、地域

産品の販売や食事提供イベントの開催などについて 

■ 第５回ワーキング会議の概要 
日 時：平成 24 年 8 月 5 日（日）13：00～16：30 

会 場：アクアワールド水郷パークセンター内レストハウス 2 階 

参加者：海津市とその周辺にお住まいの方 約 20 名 

主 催：国土交通省中部地方整備局木曽川下流河川事務所 
共 催：海津市 

地域の人々に親しまれ、さまざまな人々に有効活用される「（仮称）大江緑道」の魅力づくりの

方策を検討していくため、地域づくりネットワーク会議を実施しています。 

去る平成２４年 8 月 5 日（日）、滋賀県立大学の森川先生の司会・進行により、「（仮称）大江緑

道」とアクアワールド水郷パークセンターの整備・運営などについて、平成 23 年度の地域づくり

ネットワーク会議と第 4 回ワーキング会議を受けて、2 つのテーマに分けて議論を深めましたの

でその内容をお知らせします。 

第５回ワーキング会議 
『「(仮称)大江緑道」を活かした地域づくり』を開催しました！！ 

■第１部 水郷景観の再生について              （ワーキング会議 5-1） 
・アクアワールド水郷パークセンターに計画している「堀田」などについて、その必要性や、整

備の意義、活用方法などについての活発な討論が行われました。今回のワーキング会議で、改め

て「堀田の再生」の目的について、再合意されました。 

・堀田再生の目標は、小学生や観光客の皆さんが海津市

の歴史を学ぶ場であり、活かし方や使われ方を明確にし

ておく必要があることなどを議論しました。 

・歴史民俗資料館の堀田づくりの経験から、後継者不足

や維持管理について問題提起がありました。 

・また、パーク内の義呂池のハスの有効活用、風車や水

の循環についても、いろいろと提案がありました。 

・今後、本テーマに関してワーキングに参加してもらい

たい人については、自治会からの推薦や、若い人の参加

が提案されました。 

２０１２年 8 月

 地域づくりネットワーク会議 ニュース 
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■第２部 民活地域イベント・物販               （ワーキング会議 5-2） 
 ・パークセンターの「ハロウィーン体験」の時期に合わせて、

社会実験として地域物産販売会を行うことについて、日時

と会場、物販内容、参加していただける人への呼びかけ方

法などの議論を行いました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

・パークセンターから今年のハロウィーン

体験の説明があり、一番イベントが盛り

上がる 10 月 21 日（土）、22 日（日）

に社会実験として販売会を行うことにな

りました。 

・地域産品のアピールになる販売会の実現にむけ

て、海津市、観光協会、パークセンターなどで

協力していくことを確認しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・最後に、次回ワーキング会議の討議内容と日時について、次の内容で皆さんの同意を得ました。 

 
 
 

○第６回ワーキング会議：水郷景観の再生について 
開催日時：平成 24 年 9 月 2 日（日）13 時 30 分～（受付は 13 時より） 
開催場所：アクアワールド水郷パークセンターレストハウス 2 階 
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